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平
成
24
年
第
２
回
定
例
議
会
は
、
６
月
12
日
か
ら
会
期
７
日
間
で
開

か
れ
、
広
安
西
小
学
校
増
築
工
事
に
伴
う
調
整
池
工
事
費
の
補
正
予
算

や
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
、
７
議
案
と
請
願
１
件
に
つ
い
て
審
議
。
議

案
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
認
定
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま

た
、
請
願
に
つ
い
て
は
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
な
っ
た
。

広安西小学校増築工事広安西小学校増築工事

グラウンドを調整池にグラウンドを調整池に

3

町　

政　

を　

問　

う　
【
6
月
議
会
】

2

6月
定例議会
6月
定例議会
6月
定例議会

条
例
の
制
定
及
び
条

例
の
一
部
改
正

　

住
民
基
本
台
帳
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
等
の
施

行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

平
成
24
年
７
月
９
日
を

持
っ
て
外
国
人
登
録
法
が

廃
止
さ
れ
、
外
国
人
も
住

民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ

る
と
と
も
に
、
住
民
票
が

作
成
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
益
城
町
の
印
鑑
の
登

録
及
び
証
明
に
関
す
る
条

例
、
手
数
料
条
例
、
敬
老

祝
い
金
給
付
条
例
の
該
当

箇
所
を
一
括
し
て
一
部
改

正
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

益
城
町
廃
棄
物
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

益
城
町
の
リ
サ
イ
ク
ル

率
向
上
の
た
め
、
本
年
10

月
よ
り
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
、
包
装
な
ど
の
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
収
集

の
開
始
を
予
定
し
て
お

り
、
今
回
新
た
に
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
専
用
の
ご
み
袋

を
販
売
す
る
た
め
の
改
正

で
あ
る
。

　

販
売
価
格
は
リ
サ
イ
ク

ル
率
の
向
上
を
図
る
た

め
、
通
常
の
ご
み
袋
よ
り

安
く
設
定
、
大
が
17
円
・

小
が
12
円
と
し
た
。

請
願

　　

税
制
の
原
則
は
「
生
活

費
に
税
金
を
か
け
な
い
」
こ

と
と
、「
能
力
に
応
じ
て
公

平
に
税
金
を
負
担
す
る
」

な
ど
の
こ
と
か
ら
『
消
費
税

引
き
上
げ
に
断
固
反
対
す

る
意
見
書
』
提
出
の
請
願
が

出
さ
れ
た
が
、
賛
成
５
反
対

12
で
不
採
択
と
な
っ
た
。

ド
と
比
べ
狭
い
の
で
、
も

う
少
し
広
い
所
へ
移
転
の

要
望
が
あ
っ
て
い
た
。

　

今
回
、
山
本
山
跡
地
へ

の
移
転
が
提
案
さ
れ
、
長

年
の
念
願
が
実
現
す
る
こ

と
と
な
る
。
ま
た
災
害
時

の
避
難
場
所
と
し
て
も
最

適
地
と
考
え
る
こ
と
か
ら

賛
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

広
安
西
小
学
校
教
室

不
足
解
消
に
向
け

　

現
在
、
広
安
西
小
学
校

で
は
、
児
童
増
に
よ
る
教

室
不
足
に
伴
い
、
４
年
生

は
プ
レ
ハ
ブ
の
教
室
で
授

業
を
受
け
て
い
る
。

　

こ
の
教
室
不
足
を
解
消

す
る
た
め
、
本
年
度
に
第

一
期
工
事
と
し
て
６
教
室

の
増
築
を
予
定
し
て
い
る

が
、
県
か
ら
こ
れ
ま
で
の

調
整
池
で
は
、
処
理
能
力

不
足
だ
と
の
指
摘
を
受

け
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
調
整

池
と
し
て
併
用
す
る
た

め
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
周
り

に
擁
壁
工
事
を
行
う
こ
と

と
な
っ
た
。

　

工
事
に
か
か
る
費
用
と

し
て
１
億
１
千
万
円
を
補

正
し
た
。

反
対
討
論

荒
牧
昭
博

　

広
安
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

用
地
に
つ
い
て
は
、
執
行

部
は
当
初
、
利
便
性
、
経

済
性
、
敏
速
性
、
周
辺
環

境
な
ど
考
慮
す
る
と
、
地

域
再
生
道
路
沿
い
が
最
適

地
と
言
っ
て
い
た
と
思
う

が
、
何
故
、
山
本
山
跡
地

と
な
っ
た
の
か
、
納
得
で

き
な
い
こ
と
か
ら
反
対
す

る
も
の
で
あ
る
。

賛
成
討
論

坂
口
政
弘

　

地
域
住
民
か
ら
広
安
町

民
グ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て

は
、
他
の
校
区
グ
ラ
ウ
ン

公
有
財
産
取
得
等
で

臨
時
議
会
開
く

　

平
成
24
年
５
月
21
日
臨
時
議
会
を
開
き
、
一
般

会
計
補
正
予
算
や
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
等
の
専
決
処
分
の
報
告
、
及
び
公
有
財
産
の

取
得
な
ど
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
原
案
通
り
承

認
及
び
可
決
認
定
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

山
本
山
跡
地
取
得
で
討
論

野球場奥をＧゴルフ場として整備中

小中学校通学路の安全性の確認点検を再検証せよ
学校安全マップ及び通学路の緊急安全点検を
指示し、報告を求めた

総合型地域スポーツクラブの今後の活動をどう進めるかに
会員証提示による付加価値を付けた取り組み
も考えていきたい

ブ
」
を
発
足
し
た
。

稲
田　

事
業
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　

５
月
31
日
現
在
八
つ
の

ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
会
員
数
１
０
０

名
で
あ
る
。
練
習
は
基
本
的
に
週

１
回
の
２
時
間
程
度
で
あ
る
。

稲
田　

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長　

新
規
ク
ラ
ブ
の
加
入
、

会
員
増
を
図
る
た
め
に
、
広
報
紙

へ
の
掲
載
、
チ
ラ
シ
配
布
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
、
大
会
の
開

催
、
町
内
の
商
店
等
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
、
例
え
ば
、
会
員
証
を
提
示

す
る
と
特
典
が
あ
る
と
い
う
よ
う

な
、
付
加
価
値
を
付
け
た
取
り
組

み
も
考
え
て
い
き
た
い
。

稲
田　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
設
立
に
つ
い
て
、
平
成
12

年
9
月
議
会
か
ら
3
回
質
問
し
て

き
た
。
以
来
10
年
以
上
経
過
し
た

中
、
本
年
4
月
に
設
立
に
至
っ
た

経
緯
を
伺
う
。

教
育
長　

平
成
14
年
度
か
ら
設
立

に
向
け
た
準
備
を
始
め
、
平
成
22

年
８
月
26
日
に
益
城
町
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委

員
会
を
発
足
し
、
平
成
24
年
３
月

に
総
会
を
開
き
、
４
月
１
日
に

「
益
城
わ
く
わ
く
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

を
求
め
た
。
そ
の
結
果
、
交
通
安

全
上
で
危
険
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

箇
所
が
48
件
上
が
っ
た
。
今
、
本

町
総
務
課
を
通
じ
、
警
察
等
の
関

係
機
関
と
改
善
に
向
け
て
協
議
し

て
い
る
。

稲
田　

今
回
、
通
学
路
の
現
場
を

回
っ
て
、
次
の
2
カ
所
は
特
別
危

険
な
個
所
だ
と
思
う
。

　

１
カ
所
目
は
古
閑
地
区
の
高
速

道
路
東
線
と
町
道
府
内
・
安
永
線

の
交
わ
る
交
差
点
付
近
、
2
カ
所

目
は
惣
領
橋
付
近
だ
と
思
う
。
惣

領
橋
に
つ
い
て
は
以
前
の
答
弁
で

「
管
理
者
が
県
で
あ
る
の
で
強
く

要
望
し
て
い
く
」
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
状
況
は
ど

う
か
。

教
育
長　

以
前
、
広
安
西
小
学
校

の
通
学
路
と
な
る
高
速
道
路
沿
い

で
事
故
が
あ
っ
た
。
北
側
か
ら
下

り
に
な
っ
て
い
る
の
で
ス
ピ
ー
ド

が
出
る
所
で
あ
る
。
注
意
を
促
す

た
め
何
か
努
力
を
し
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。　

　

惣
領
橋
に
つ
い
て
は
今
、
県
に

警
察
を
通
じ
て
お
願
い
し
て
い

る
。

稲
田　

去
る
4
月
23
日
京
都
府
亀

岡
市
で
、
通
学
中
の
小
学
生
ら
10

人
の
列
に
無
免
許
の
少
年
の
車
が

突
っ
込
み
、
3
人
死
亡
、
1
人
重

体
、
負
傷
者
6
人
と
い
う
大
惨
事

が
起
き
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い

が
、
そ
れ
を
受
け
て
の
町
の
対
策

は
ど
の
よ
う
に
し
た
か
伺
う
。

教
育
長　

事
故
発
生
直
後
に
、
直

ち
に
各
学
校
に
通
学
路
の
再
点

検
、
交
通
指
導
の
工
夫
、
ま
た
、

児
童
・
生
徒
へ
の
登
下
校
時
の
マ

ナ
ー
の
指
導
な
ど
を
指
示
し
た
。

稲
田　

益
城
町
で
は
児
童
・
生
徒

の
通
学
路
に
対
し
て
は
、
以
前
か

ら
幾
つ
か
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

町
、
学
校
と
も
に
児
童
・
生
徒
の

登
下
校
中
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
万
全
の
対
策
は
と
っ
て
あ
る

が
、
今
一
度
、
通
学
路
の
安
全
性

に
つ
い
て
の
確
認
と
点
検
を
再
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

教
育
長
の
考
え
は
如
何
か
。

教
育
長　

熊
本
県
警
察
本
部
交
通

部
長
か
ら
、
各
警
察
署
長
あ
て
に

示
さ
れ
た
７
点
の
具
体
的
着
眼
点

を
参
考
に
緊
急
安
全
点
検
の
実
施

を
各
学
校
に
指
示
し
、
そ
の
報
告

通
学
路
の
安
全
性

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
設
立
の
経
緯
は

稲田　忠則議員

高速道路東線（古閑地区）

ミセスフレッシュ（健康教室）
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町　

政　

を　

問　

う　
【
6
月
議
会
】

町　

政　

を　

問　

う　
【
6
月
議
会
】

話
そ
れ
か
ら
認
知
症
予
防
講
話
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
さ
ら

な
る
充
実
を
図
る
と
と
も
に
来
年

度
オ
ー
プ
ン
予
定
の
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
一
部
を
介
護
予
防
も
含

め
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
と
し

て
有
効
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　

農
菜
園
な
ど
の
企
画
提
案
に
つ

い
て
は
、
趣
味
・
遊
び
・
楽
し

み
・
仲
間
と
の
交
流
、
ま
さ
に
生

き
が
い
と
健
康
づ
く
り
が
一
緒
に

行
え
る
素
晴
ら
し
い
企
画
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
皆
様
方
の
意
見

や
情
報
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

髙
橋　

高
齢
者
の
人
口
が
増
加
す

る
な
か
生
き
生
き
長
寿
を
め
ざ
し

て
の
町
の
対
策
は
ど
う
か
。
ま
た

楽
し
み
を
見
つ
け
な
が
ら
無
理
の

な
い
、
多
少
な
り
の
利
益
を
生
む

よ
う
な
企
画
な
ど
を
考
え
た
ら
ど

う
か
。

町
長　

本
町
の
高
齢
化
率
は
現
在

約
23
％
で
平
成
32
年
度
に
は
31
％

に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。
高
齢
者

が
健
康
で
安
心
な
高
齢
期
を
営
む

こ
と
が
出
来
る
町
を
構
築
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
、

町
で
実
施
し
て
い
る
事
業
は
、
ふ

れ
あ
い
交
流
会
、
公
民
館
の
生
き

が
い
講
座
、
高
齢
受
給
者
交
付
時

に
保
健
師
・
栄
養
士
・
歯
科
衛
生

士
に
よ
る
健
康
講
話
と
健
康
相
談

を
実
施
し
、
健
康
づ
く
り
の
意
識

の
高
揚
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
生

活
習
慣
病
の
予
防
を
重
視
し
た
特

定
健
診
及
び
が
ん
検
診
、
そ
の
結

果
に
基
づ
い
た
保
健
指
導
訪
問
を

実
施
し
て
受
診
者
の
健
康
管
理
に

努
め
て
い
る
。

　

ま
た
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
地

域
支
援
事
業
は
、
各
地
区
に
設
置

さ
れ
て
い
る
地
域
サ
ロ
ン
に
お
い

て
、
健
康
体
操
や
健
康
談
話
・
講

髙
橋　

な
か
な
か
進
ま
な
い
状
況

は
景
気
の
悪
さ
や
、
先
行
き
の
不

安
で
地
権
者
が
足
踏
み
さ
れ
て
い

る
よ
う
だ
。
是
非
と
も
一
つ
が
モ

デ
ル
と
な
り
、
両
開
き
に
発
展
し

て
い
く
よ
う
行
政
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
願
い
た
い
。
消
費
税
と

の
兼
合
い
も
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

町
長　

先
祖
代
々
か
ら
の
土
地
の

管
理
体
制
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
地
権
者
が
色
々
と
お
考

え
に
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
あ
る
程
度
の
と
こ

ろ
で
は
妥
協
し
て
い
た
だ
か
な
け

れ
ば
前
へ
進
ま
な
い
と
言
う
の
が

現
実
で
あ
る
。
ま
た
東
地
区
の
場

合
は
、
設
立
さ
れ
た
組
合
と
コ
ン

サ
ル
企
業
で
独
自
に
提
携
さ
れ
て

い
る
た
め
、
町
が
特
別
に
口
を
挟

め
る
状
況
に
は
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
行
政
と
し
て
動

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
に
つ
い

て
は
し
っ
か
り
動
い
て
い
る
。

　

消
費
税
の
問
題
な
ど
も
考
え
な

が
ら
区
画
整
理
事
業
を
し
っ
か
り

と
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
対
応
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

髙
橋　
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ヘ
ク
タ
ー
ル
の
グ
ラ
ン

メ
ッ
セ
を
中
心
と
し
た
区
画
整
理

事
業
の
進
捗
状
況
を
伺
い
た
い
。

　
町
長　

現
在
の
状
況
は
、
西
地
区

に
お
い
て
は
、
正
式
に
商
業
施
設

の
進
出
意
向
書
が
提
出
さ
れ
、
具

体
的
な
協
議
に
入
っ
て
い
る
。

　

中
地
区
に
お
い
て
は
、
進
出
す

る
企
業
は
決
ま
っ
て
い
る
が
、
少

数
の
地
権
者
の
同
意
を
頂
け
れ
ば

早
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
む
と
考
え
て

い
る
。

　

東
地
区
に
お
い
て
は
、
一
括
業

務
代
行
方
式
に
よ
る
協
議
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　

早
急
に
着
手
し
た
い
と
鋭
意
努

力
を
し
て
い
る
が
最
終
的
に
は
地

権
者
全
員
の
同
意
が
必
要
で
あ
る

の
で
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
新

た
な
行
動
を
起
こ
し
て
い
き
た

い
。
改
め
て
議
員
の
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。

国民健康保険税を上げないための医療費抑制策は
医療費抑制のため、短、中、長期的な施策に
より職員一丸となって取り組む

災害等で停電した場合、庁舎・水道・下水道は大丈夫か
各施設とも、予備発電機があり、当面２日間
は問題ない

道
、
飯
野
地
区
簡
易
水
道
、
東
南

部
地
区
簡
易
水
道
、
潮
井
地
区
簡

易
水
道
、
高
遊
原
地
区
簡
易
水
道

と
連
接
さ
せ
、
断
水
を
最
小
限
に

抑
え
る
。

　

下
水
道
は
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
と

福
田
処
理
場
は
自
家
発
電
機
に
よ

り
４
時
間
の
処
理
可
能
で
あ
る
。

各
処
理
場
へ
送
水
す
る
マ
ン
ホ
ー

ル
、
ポ
ン
プ
場
は
可
搬
式
発
電
機

に
よ
り
巡
回
監
視
運
転
を
行
う
事

と
し
て
い
る
。

　

次
に
町
で
の
自
主
防
災
組
織
の

現
状
は
、
益
城
町
婦
人
会
が
全
町

的
に
活
動
し
て
い
る
。
他
に
は
な

い
。

宮
﨑　

総
務
課
に
危
機
管
理
官
又

は
、
防
災
官
的
な
ポ
ス
ト
を
作
り

防
災
体
制
の
整
備
を
提
言
す
る
。

町
長　

総
務
課
に
、
防
災
に
詳
し

い
専
門
家
を
非
常
勤
で
配
備
し
た

ら
と
い
う
提
言
に
つ
い
て
は
、

し
っ
か
り
と
受
け
と
め
る
。

　

長
期
的
に
は
、
町
民
の
方
が
活

躍
、
高
齢
者
の
方
が
生
き
が
い
を

持
っ
て
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
な

事
業
を
展
開
し
て
い
く
。

宮
﨑　

こ
れ
か
ら
梅
雨
の
時
期
を

む
か
え
、
大
雨
・
台
風
等
に
よ

り
、
町
が
長
時
間
の
停
電
（
3
日

間
）
に
な
っ
た
場
合
、
本
庁
舎
の

機
能
維
持
、
更
に
住
民
生
活
で
欠

か
せ
な
い
水
道
・
下
水
道
の
確
保

策
は
で
き
て
い
る
の
か
。
ま
た
今

熊
本
県
で
も
力
を
入
れ
て
い
る
町

内
会
等
の
自
主
防
災
組
織
の
、
現

状
及
び
今
後
の
整
備
方
向
に
つ
い

て
伺
う
。

町
長　

災
害
の
発
生
に
よ
り
庁
舎

が
停
電
し
た
場
合
の
対
策
と
し

て
、
停
電
時
に
は
瞬
時
に
非
常
用

電
源
、
蓄
電
池
設
備
が
作
動
し
、

非
常
用
の
照
明
を
点
灯
、
同
時
に

無
停
電
電
源
装
置
も
作
動
、
そ
の

後
非
常
用
発
電
装
置
１
０
０
ｋ
ｗ

が
作
動
し
、
約
50
時
間
位
の
電
気

は
確
保
さ
れ
る
。　

　

水
道
施
設
に
は
、
非
常
用
発
電

機
が
11
台
、
可
搬
式
発
電
機
５
台

を
保
有
し
、
停
電
時
に
対
応
す

る
。
特
に
配
水
管
の
連
絡
網
に
よ

り
、
上
水
道
と
福
田
地
区
簡
易
水

な
ど
を
把
握
し
具
体
的
な
方
策
を

策
定
す
る
。
特
に
生
活
習
慣
病
予

防
の
た
め
の
健
康
教
室
や
運
動
教

室
な
ど
の
健
康
づ
く
り
事
業
や
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
サ
イ
ク
リ
ン

グ
・
ハ
イ
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
等
、
施

設
設
備
も
検
討
す
る
。

  
宮
﨑　

今
回
、
医
療
費
の
増
加
に

伴
い
、
や
む
な
く
国
民
健
康
保
険

税
を
上
げ
る
事
と
な
っ
た
が
、
こ

れ
か
ら
定
年
を
迎
え
、
国
民
健
康

保
険
に
加
入
さ
れ
る
高
齢
者
が
増

加
し
、
今
後
ま
す
ま
す
医
療
費
の

増
大
が
予
想
さ
れ
る
。
町
と
し
て

の
医
療
費
の
具
体
的
な
抑
制
策
に

つ
い
て
伺
う
。

町
長　

平
成
17
年
度
の
医
療
費
は

19
億
６
千
万
円
で
あ
っ
た
が
、
平

成
23
年
度
に
は
、
26
億
７
千
万
円

で
６
年
間
に
約
７
億
円
も
増
加
し

た
。
今
後
町
と
し
て
も
、
医
療
費

の
適
正
化
に
向
け
て
、
短
期
・
中

期
・
長
期
的
な
観
点
か
ら
取
組
み

た
い
。
短
期
的
に
は
国
民
健
康
保

険
事
業
の
現
状
や
問
題
点
に
つ
い

て
、
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に

掲
載
、
ま
た
、
適
正
に
受
診
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
か
か
り
つ
け

の
医
者
を
持
っ
て
も
ら
い
、
重
複

受
診
を
控
え
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
利
用
を
推
進
し
、
更
に

ま
し
き
健
診
、
特
定
健
診
、
人
間

ド
ッ
グ
の
啓
発
等
に
よ
り
健
診
受

診
率
の
向
上
を
図
る
。
中
期
的
に

は
レ
セ
プ
ト
（
医
療
機
関
か
ら
の

請
求
書
）
を
活
用
し
、
医
療
費
を

押
し
上
げ
て
る
要
因
、
更
に
地

域
毎
の
病
気
の
特
性
や
受
診
状
況

医
療
費
の
抑
制
策

災
害
等
に
対
す
る
危
機

管
理

停電時活躍するエンジン式
水中ポンプ

宮﨑　金次議員

給付年度 H18 H19 H20 H21 H22 H23

保険給付額（百万円） 2,094 2,212 2,255 2,377 2,515 2,676

18年度との対比 　－ 106 108 114 120 128

1 人あたり医療費（円） 258,802 269,146 280,210 292,974 308,944 316,751

18年度との対比 　－ 104 109 114 120 123

国保医療費（全体・一人当たり）の増加

グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
を
中
心

と
し
た
区
画
整
理
事
業

の
進
捗
状
況

高
齢
者
が
健
康
で
安
心

な
生
活
を
営
む
健
康
促

進
対
策
は

区画整理事業の進捗状況はどうか
西地区：商業施設の具体的協議　中地区：地権者同意待ち　東地区：
一括業務代行方式　（スピード感をもって対応しなければならない）

高齢者の健康促進についての対策はどうか
ふれあい交流会　生きがい講座　健康講和・相談　保険
指導訪問を実施して受診者の健康管理に努めている髙橋津代美議員

高齢者が健康で　パソコン教室
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町　

政　

を　

問　

う　
【
6
月
議
会
】

町　

政　

を　

問　

う　
【
6
月
議
会
】

江
越　

県
道
益
城
〜
菊
陽
線
の
う

ち
秋
津
川
に
架
か
る
惣
領
橋
は
、

馬
水
、
惣
領
、
安
永
地
域
の
生
徒

が
益
城
中
学
校
へ
通
学
す
る
橋
で

あ
る
。
県
道
を
横
断
す
る
に
は
、

信
号
が
あ
る
左
岸
へ
渡
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
歩
道
と
し
て

の
白
線
は
70
セ
ン
チ
ほ
ど
と
狭

く
、
自
転
車
は
押
し
な
が
ら
、
車

と
欄
干
の
わ
ず
か
な
隙
間
を
、
身

を
細
め
る
よ
う
な
通
学
の
状
態
で

あ
る
。

　

傘
を
さ
し
て
の
渡
橋
は
な
お
更

で
あ
り
、
生
徒
の
安
心
・
安
全
を

確
保
す
る
た
め
に
は
早
急
に
行
政

と
し
て
の
対
策
が
必
要
で
あ
る

が
、
当
町
と
し
て
の
取
り
組
み
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　

地
元
区
長
会
等
か
ら
横
断

歩
道
及
び
信
号
機
の
設
置
な
ど
の

要
望
が
で
て
い
る
。

　

安
全
確
保
の
点
か
ら
は
、
橋
の

東
側
に
歩
道
橋
を
設
置
す
る
の
が

最
善
と
考
え
ら
れ
る
が
、
管
理
者

で
あ
る
県
に
対
し
要
望
を
繰
り
返

し
て
き
た
。

　

今
回
６
月
の
県
議
会
で
、
歩
行

者
専
用
の
橋
を
設
置
す
る
よ
う
な

予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
と
聞
い

た
。

　

今
後
、
県
に
よ
る
調
査
や
設
計

等
が
な
さ
れ
、
更
に
工
事
着
工
を

期
待
し
て
い
る
。

ク
チ
ン
と
し
て
接
種
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。

　

当
町
の
取
り
組
み
は
如
何
か
。

町
長　

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
は
、
本
年
11
月
か
ら
の
導
入

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
国
に
お
い
て
、
接
種
方
法

や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
具
体
的
な
方

法
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
、
導
入
に
向
け
て
準

備
し
て
い
く
。

江
越　

急
性
灰
白
髄
炎
（
小
児
麻

痺
）
の
予
防
と
し
て
ポ
リ
オ
ワ
ク

チ
ン
が
定
期
予
防
接
種
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
現
在
は
生
ワ

ク
チ
ン
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か

ら
ま
れ
に
病
原
菌
に
侵
さ
れ
る
症

例
が
あ
る
。

　

こ
の
危
険
性
が
無
い
不
活
化
ワ

ク
チ
ン
が
こ
の
度
承
認
さ
れ
、
9

月
か
ら
定
期
予
防
接
種
で
使
用
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

当
町
の
準
備
状
況
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の
導
入

時
期
に
つ
い
て
は
、
国
よ
り
24
年

９
月
と
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

国
か
ら
県
担
当
者
、
県
か
ら
当

町
の
担
当
者
へ
の
説
明
会
が
開
催

さ
れ
る
と
し
て
、
当
町
と
し
て

は
、
10
月
か
ら
導
入
し
た
い
。

江
越　

現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
ジ

フ
テ
リ
ア
、
百
日
咳
、
破
傷
風

に
、
今
回
こ
の
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ

ク
チ
ン
を
あ
わ
せ
、
四
種
混
合
ワ

江越　信保議員

の
か
。

　

今
後
こ
の
課
題
に
つ
い
て
実
現

可
能
か
ど
う
か
、
色
々
な
角
度
か

ら
保
護
者
と
共
に
研
究
検
討
さ
れ

る
よ
う
要
望
し
た
い
。

教
育
長　

元
の
通
学
路
に
戻
し
た

ら
ど
う
か
と
い
う
事
に
つ
い
て

は
、
学
校
、
保
護
者
、
教
育
委
員

会
も
一
緒
に
な
っ
て
対
応
し
て
い

き
た
い
。
登
校
時
と
下
校
時
の
通

学
路
を
変
更
し
た
事
例
に
つ
い
て

は
、
私
は
把
握
し
て
お
ら
ず
、
変

更
が
可
能
か
ど
う
か
検
討
し
た

い
。

　

通
学
路
に
お
け
る
事
故
に
な
れ

ば
、
補
償
問
題
等
も
あ
る
の
で
慎

重
に
研
究
、
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

タ
ー
裏
の
道
路
は
車
の
通
行
量
が

少
な
く
、
ド
ラ
イ
バ
ー
等
の
過
失

に
よ
る
事
故
な
ど
が
起
き
る
可
能

性
が
低
い
。

　

通
学
路
は
子
ど
も
た
ち
の
安
心

安
全
が
最
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
給
食
セ
ン
タ
ー
裏
の
道
路
に

変
更
さ
れ
て
は
如
何
か
。

　

又
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て

登
校
時
は
給
食
セ
ン
タ
ー
裏
の
道

路
を
、
下
校
時
は
熊
本
高
森
線
と

す
る
案
も
一
つ
の
方
法
で
は
な
い

寺
本　

今
の
熊
本
高
森
線
が
通
学

路
と
し
て
指
定
さ
れ
た
の
は
、
以

前
に
給
食
セ
ン
タ
ー
裏
の
道
路

は
、
不
審
者
等
が
出
て
子
ど
も
た

ち
が
危
険
で
あ
っ
た
た
め
、
通
学

路
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
い
ま
は
、
見
ま
わ
り

隊
等
の
方
々
の
協
力
が
あ
り
安
全

に
登
下
校
し
て
い
る
。
給
食
セ
ン

寺
本　

益
城
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
夜
間
照
明
を
点
灯
す
る
事
に

よ
っ
て
、
地
域
住
民
へ
の
影
響
が

発
生
し
て
い
る
が
そ
の
対
応
は
。

　
教
育
長　

住
民
の
方
の
影
響
が
あ

れ
ば
、
今
後
話
し
合
い
を
し
て
い

き
、
何
か
善
後
策
を
対
応
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
。

寺
本　

益
城
中
央
小
学
校
の
木
山

校
区
の
生
徒
は
、
熊
本
高
森
線
が

通
学
路
と
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、

常
に
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
の
通
学

路
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
を
ど

う
認
識
し
て
い
る
か
。
今
後
の
安

全
対
策
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

教
育
長　

益
城
中
央
小
学
校
に
お

い
て
、
再
度
の
安
全
点
検
を
お
こ

な
っ
て
、
危
険
箇
所
を
学
校
職
員

全
体
で
再
確
認
し
て
い
る
。
こ
の

通
学
路
は
危
険
箇
所
の
一
つ
と
し

て
認
識
し
、
県
道
の
整
備
に
つ
い

て
も
、
学
校
か
ら
の
要
望
と
し

て
、
県
に
対
し
て
全
部
伝
え
て
い

き
た
い
。

寺本　英孝議員

益
城
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
夜
間
照
明
の
影
響
は

通
学
路
の
変
更
の　
　

検
討
を

通
学
道
の
安
心
・
安
全

対
策

通
学
路
の
現
状
と　

安
全
対
策

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
に
安

全
性
の
高
い
不
活
化
ワ

ク
チ
ン
の
接
種

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
含

め
て
四
種
混
合
と
し
て

接
種

益城町総合グラウンドの夜間照明の影響について
住民と話し合って、善後策を考えたい

益城中央小学校の通学路の現状と今後の安全対策
安全点検を実施し、県道の危険箇所の整備を要望したい

益城中央小学校の通学路を変更したら如何か
学校・保護者・教育委員会と一緒になって対応していきたい

ポリオワクチンの不活化ワクチンが承認、当町の対応は
10月から導入したいと考える

通学道の安全上、惣領橋の対策について行政の対応は
６月県議会に惣領橋の安全対策費として計上
されている

車の隙間を縫って渡る生徒等（惣領橋）

熊本高森線を登校する子どもたち

こ
わ
く
な
い
よ
〜
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町　

政　

を　

問　

う　
【
6
月
議
会
】

町　

政　

を　

問　

う　
【
6
月
議
会
】

会
長
、
町
議
会
代
表
、
民
生
委
員

代
表
が
出
席
の
会
議
で
あ
り
、
各

学
校
の
保
護
者
の
意
見
は
集
約
さ

れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
今
後
の
学
校
給
食
運

営
委
員
会
で
、
給
食
回
数
は
ど
の

よ
う
に
設
定
し
、
ど
の
よ
う
な
積

算
基
礎
の
も
と
で
実
施
し
て
い
く

か
検
討
い
た
だ
き
、
内
容
に
つ
い

て
は
、
そ
の
都
度
保
護
者
に
知
ら

せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

坂
田　

今
年
1
月
8
日
の
成
人
式

典
の
ア
ル
バ
ム
の
集
合
写
真
１
枚

目
を
見
て
目
を
疑
い
、
大
変
残
念

な
思
い
に
な
っ
た
。
後
ろ
の
人
が

前
の
人
の
顔
に
手
を
や
り
ゆ
が
め

た
ま
ま
の
姿
で
写
っ
て
い
た
。　

　

写
真
は
ど
の
よ
う
な
点
を
誰
が

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
今
回
の
ア
ル
バ
ム
は
さ
ほ
ど

問
題
無
と
考
え
る
か
。

教
育
長　

集
合
写
真
は
ア
ル
バ
ム

製
作
業
者
で
、
ス
ナ
ッ
プ
写
真
は

生
涯
学
習
課
の
職
員
で
行
っ
て
い

る
。

　

一
生
残
る
大
事
な
写
真
を
撮
る

と
き
、
悪
ふ
ざ
け
を
す
る
本
人
に

問
題
が
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

坂
田　

今
後
の
制
作
課
題
は
ど
う

い
っ
た
こ
と
と
考
え
る
か
。

教
育
長　

誰
が
見
て
も
よ
い
ア
ル

バ
ム
に
な
る
よ
う
心
が
け
て
、

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
強
化
し
、
写
す

時
に
、
悪
ふ
ざ
け
で
の
姿
勢
で
は

写
さ
れ
な
い
、
と
い
う
指
導
が
大

事
で
あ
る
と
思
う
の
で
業
者
に
も

お
願
い
す
る
。

坂
田　

広
安
校
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
用

地
問
題
か
ら
、
山
本
山
グ
ラ
ウ
ン

ド
跡
地
購
入
決
定
と
な
っ
た
が
、

本
会
議
答
弁
が
生
か
さ
れ
ず
全
く

違
う
方
向
に
進
む
の
は
議
会
軽
視

で
は
な
い
か
。

町
長　

目
的
達
成
に
は
、
ど
の
方

法
が
一
番
ベ
タ
ー
か
を
考
え
る

と
、
時
に
は
前
に
発
言
し
た
事
と

現
実
と
異
な
っ
て
く
る
こ
と
も
あ

り
得
る
。
議
会
を
軽
視
し
て
い
る

こ
と
は
全
く
な
い
と
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

　

私
は
そ
の
会
長
だ
が
、
そ
こ
で

会
長
と
し
て
や
る
こ
と
と
、
議
会

で
私
が
教
育
長
と
し
て
答
弁
す
る

こ
と
は
、
必
ず
し
も
一
致
し
な
い

場
合
が
あ
る
。
運
営
委
員
会
の
中

で
、
値
上
げ
案
が
出
て
き
た
の
で

あ
っ
て
、
私
が
３
月
議
会
の
時
、

値
上
げ
を
意
識
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
。
24
年
度
足
り
な
い
分
は

弁
当
持
参
に
し
、
25
年
度
か
ら

は
、
「
家
で
弁
当
は
作
り
た
く
な

い
の
で
、
値
上
げ
し
て
で
も
い
い

か
ら
給
食
費
を
上
げ
て
く
だ
さ

い
。
」
と
い
う
意
見
が
多
く
出
た

結
果
あ
の
文
書
に
し
た
。

坂
田　

給
食
費
値
上
げ
に
つ
い
て
、

保
護
者
へ
の
説
明
会
を
開
く
考
え

が
あ
る
の
か
伺
う
。

教
育
長　

学
校
給
食
運
営
委
員
会

は
、
各
学
校
の
学
校
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

坂
田　

去
る
3
月
9
日
の
議
会

で
、
同
僚
議
員
の
学
校
給
食
費
無

料
化
の
質
問
に
対
し
、
町
長
は

「
研
究
を
重
ね
て
い
き
た
い
」

と
、
教
育
長
は
「
今
後
研
究
し
て

い
き
た
い
」
と
答
弁
さ
れ
た
。
し

か
し
、
平
成
24
年
4
月
9
日
付

け
、
教
育
長
名
で
、
平
成
25
年
度

以
降
は
給
食
費
の
値
上
げ
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
保
護
者
宛

に
文
書
が
届
い
て
い
る
。
こ
の
1

カ
月
足
ら
ず
に
ど
の
よ
う
な
研

究
、
検
討
が
な
さ
れ
た
か
、
ま
た

3
月
議
会
の
答
弁
は
ど
う
い
う
意

味
を
成
し
て
い
た
の
か
伺
う
。

教
育
長　

３
月
16
日
、
学
校
給
食

運
営
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
委

員
会
で
問
題
と
な
っ
た
の
が
現
在

平
均
１
８
９
回
の
給
食
回
数
だ

が
、
学
習
指
導
要
領
の
改
定
に
伴

い
授
業
時
間
が
増
え
、
更
に
今
年

度
か
ら
夏
休
み
が
２
日
短
縮
さ
れ

授
業
日
数
が
増
え
る
こ
と
で
、
給

食
回
数
が
更
に
増
え
る
。
始
業

式
、
終
業
式
、
運
動
会
予
備
日
を

弁
当
持
参
で
対
応
す
る
こ
と
を
決

定
し
、
運
動
会
予
備
日
が
早
速
関

係
す
る
の
で
４
月
９
日
付
け
の
文

書
に
な
っ
た
。
学
校
給
食
運
営
委

員
会
が
給
食
費
の
決
定
等
す
べ
て

や
っ
て
い
る
。

坂田みはる議員

い
、
子
ど
も
た
ち
が
育
っ
て
、
益

城
町
を
自
慢
で
き
る
ふ
る
さ
と
に

な
れ
ば
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
事

は
な
い
の
で
は
。

町
長　

現
在
、
余
分
な
公
共
工
事

は
し
て
い
な
い
つ
も
り
で
あ
る
。

町
が
補
助
金
を
出
し
て
喜
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
は
同
感
で
あ
る
が
、

今
の
と
こ
ろ
は
非
常
に
難
し
い
。

給
食
費
に
つ
い
て
は
運
営
委
員
会

で
議
論
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
私

が
決
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

甲
斐　

国
保
事
業
計
画
で
は
、
医

療
費
の
削
減
と
し
て
、
健
康
づ
く

り
と
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
と

予
防
が
ね
ら
い
と
な
っ
て
い
る
。

　

特
定
健
診
の
受
診
率
が
低
く
、

こ
れ
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

　

受
診
率
向
上
の
た
め
、
特
定
健

診
料
の
無
料
化
を
検
討
出
来
な
い

か
。

町
長　

「
補
助
金
は
出
し
ま
す
」

「
無
料
に
し
ま
す
」
な
ど
、
こ
こ

ま
で
口
に
出
か
か
っ
て
い
る
が
、

な
か
な
か
言
え
な
い
。
責
任
者
と

し
て
、
町
の
財
政
を
子
育
て
・
福

祉
・
教
育
な
ど
い
ろ
い
ろ
や
っ
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

甲
斐　

3
月
の
議
会
で
、
教
育
長

は
給
食
費
の
無
料
化
を
実
施
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
り
、
財
源
確
保

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と

答
弁
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
4
月
に
入
り
給
食
費
値
上
げ

の
通
知
を
出
さ
れ
て
い
る
。
無
料

化
へ
の
努
力
が
足
り
な
い
の
で
は

な
い
か
。

教
育
長　

保
護
者
の
負
担
軽
減
は

必
要
と
の
認
識
は
持
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
独
立
採
算
の
中
に
補
助

金
と
し
て
お
金
を
打
ち
込
む
事
は

出
来
な
い
。

　

運
営
委
員
会
で
は
食
材
費
が
足

り
な
け
れ
ば
値
上
げ
を
し
て
で
も

ま
か
な
っ
て
欲
し
い
と
の
意
見
が

あ
り
通
知
を
出
し
た
。

甲
斐　

兵
庫
県
相あ

い

生お
い

市
で
は
、

幼
・
小
・
中
学
校
の
給
食
費
と
中

3
ま
で
の
医
療
費
を
無
料
化
に
し

て
、
子
育
て
支
援
を
充
実
さ
せ
て

い
る
。

　

公
約
ど
お
り
給
食
費
の
無
料
化

を
実
施
し
て
、
名
実
と
も
に
子
育

て
日
本
一
を
実
現
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
益
城
町
の
子
育
て
支
援
に

期
待
を
寄
せ
て
い
る
世
代
が
「
益

城
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
言

金
交
付
を
行
っ
て
い
る
。
耐
震
化

等
の
補
助
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

は
、
県
に
対
し
て
要
望
も
視
野
に

い
れ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
た

だ
、
財
政
面
か
ら
今
す
ぐ
に
は
取

り
組
め
な
い
と
言
う
の
が
現
実
で

あ
る
。

甲
斐　

町
が
助
成
を
行
う
こ
と

で
、
地
元
経
済
が
活
性
化
す
れ

ば
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
も
拡
充
出
来

る
の
で
は
な
い
か
。
実
施
し
て
い

る
自
治
体
に
学
び
前
向
き
に
検
討

さ
れ
て
は
ど
う
か
。

町
長　

当
然
、
財
政
を
し
っ
か
り

考
慮
し
な
が
ら
、
優
先
的
に
や
る

こ
と
に
は
理
解
で
き
る
。
現
段
階

で
は
精
一
杯
の
事
は
や
っ
て
い

る
。
し
か
る
べ
き
時
に
備
え
て
実

施
し
て
い
る
市
町
村
の
調
査
を
進

め
て
い
き
た
い
。

甲
斐　

定
住
化
促
進
と
産
業
振
興

の
た
め
に
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　

町
の
耐
震
化
促
進
計
画
で
は
、

平
成
27
年
度
ま
で
に
住
宅
の
耐
震

化
率
63
％
を
90
％
に
す
る
計
画
で

あ
る
。

　

耐
震
化
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
、
耐
震
化
診
断
費
用
の
補
助
を

行
い
、
改
修
工
事
に
お
い
て
は
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
を
行
っ
て
、
町
民

の
安
心
安
全
な
住
環
境
を
確
保
す

る
こ
と
は
自
治
体
の
責
務
で
は
な

い
か
。

町
長　

中
小
企
業
を
守
り
、
安
心

安
全
に
つ
い
て
、
町
が
理
解
を
示

し
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
事

に
つ
い
て
は
、
し
っ
か
り
と
認
識

し
て
い
る
。

　

現
在
は
、
太
陽
熱
温
水
器
や
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
補
助

甲斐　康之議員

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
と
耐
震
化
診
断
費
用
の
助
成
を

学
校
給
食
費
の
値
上
げ
を

止
め
公
約
通
り
無
料
化
に

成
人
式
ア
ル
バ
ム
制
作

の
あ
り
方
に
つ
い
て

特
定
健
診
料
を
無
料
化
に

学
校
給
食
費
問
題

政
治
姿
勢

住宅リフォームと、耐震化診断費用助成の導入を
助成制度の設置目的は理解できるが、財政面ですぐには取り組めない

学校給食費の値上げを止め、公約通り無料化を実施せよ
運営委員会で議論されるべきものであり、私が決めるわけにはいけない

健診率の向上のため、特定健診料を無料に
「無料にします」とは、町の財政を考えるとなかなか言えない

給食費無料化答弁から１カ月、値上げ実施はなぜか
学校給食運営委員会での決定で、答弁と必ずしも一致しない場合もある

成人式アルバム制作にあたっての今後の課題は何か
誰が見てもよいアルバムになるよう心がけ、チェック機能を強化する

本会議答弁が生かされず違う方向に事が進むのは、議会軽視では
目的達成にどの方法が一番ベターかを考えると、発言した事と異なることもあり得る

耐震化リフォーム工事

栄養バランスのとれたおいしい給食

成人者に贈られる記念アルバム
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総
務
常
任
委
員
会
で
は
、

付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い

て
審
査
を
行
い
、
原
案
の

と
お
り
全
会
一
致
で
可
決

し
た
。

　

ま
た
消
費
税
率
引
き
上

げ
に
反
対
す
る
意
見
書
を

求
め
る
請
願
に
つ
い
て

は
、
現
在
国
会
で
議
論
さ

れ
て
い
る
最
中
で
あ
り
、

経
緯
を
見
守
る
べ
き
で
は

な
い
か
と
の
意
見
が
出
さ

れ
、
賛
成
少
数
で
不
採
択

と
な
っ
た
。

　

平
成
24
年
度
益
城
町
一

般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
は
、
広
安
西
小
学
校
調

整
池
等
整
備
工
事
の
施
工

内
容
、
及
び
教
育
費
県
補

助
金
の
研
究
指
定
校
に
つ

い
て
の
質
問
が
あ
っ
た
。

　

調
整
池
等
の
整
備
工
事

に
つ
い
て
は
、
執
行
部
よ

り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
周
辺

に
盛
土
を
行
い
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
調
整
機
能
を
持
た
せ

る
方
法
が
最
良
で
あ
る
と

　

福
祉
常
任
委
員
会
で

は
、
付
託
さ
れ
た
議
案
に

つ
い
て
審
査
を
行
い
、
議

案
第
38
号
・
第
39
号
・
第

40
号
・
第
42
号
に
つ
い
て

は
原
案
の
通
り
全
会
一
致

で
可
決
し
た
。

　

議
案
第
39
号
住
民
基
本

台
帳
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
等
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

は
、
本
町
の
住
民
基
本
台

帳
法
に
基
づ
き
、
住
民
基

本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い

る
外
国
人
住
民
に
つ
い
て

は
、
印
鑑
の
登
録
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
る
等
の
詳

細
な
説
明
を
受
け
た
。

　

ま
た
、
議
案
第
40
号
に

つ
い
て
は
、資
源
ご
み（
廃

プ
ラ
）
の
分
別
収
集
を
開

始
し
よ
う
と
す
る
こ
と
の

詳
細
な
説
明
を
受
け
た
。

　

ご
み
袋
１
枚
あ
た
り
の

単
価
に
つ
い
て
は
、
他
の

ご
み
袋
よ
り
低
料
金
に
設

定
し
た
等
の
説
明
を
受
け

た
。

　

住
民
へ
の
啓
発
を
周
知

徹
底
す
る
よ
う
意
見
が

あ
っ
た
。

　

現
地
視
察
に
お
い
て
、

４
月
に
開
園
し
た
あ
じ
さ

い
保
育
園
で
は
、
木
の
ぬ

く
も
り
の
あ
る
素
晴
ら
し

い
環
境
の
な
か
で
保
育
が

実
施
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
は
、
現
在
の
リ
サ

イ
ク
ル
の
分
別
状
況
と
今

回
新
た
に
行
う
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
仮
置
き
場
等
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

今
後
の
処
理
能
力
及
び

施
設
の
耐
用
年
数
に
つ
い

て
の
質
問
が
な
さ
れ
、
今

後
の
検
討
課
題
と
な
っ
て

い
た
。

の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

現
地
視
察
に
つ
い
て
は
、

広
安
西
小
学
校
調
整
池
等

整
備
工
事
予
定
地
に
つ
い

て
は
、
校
長
室
に
お
い
て

図
面
に
よ
る
説
明
を
受
け

た
後
、
工
事
の
内
容
に
つ

い
て
現
場
を
確
認
し
た
。

　

旧
益
城
中
央
小
学
校
跡

地
に
つ
い
て
は
、
現
在
整

備
中
で
あ
り
、
校
舎
跡
地

を
駐
車
場
（
２
４
０
台
）

と
し
て
、
校
庭
跡
地
を
運

動
公
園
と
し
て
利
用
す
る

旨
の
説
明
を
受
け
、
現
地

を
確
認
し
た
。

　
　
　

　
　
　
　
↑

6月議会

総　務

福　祉

県
下
初
！

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
利
用
し

た
調
整
池（
広
安
西
小
）

プラスチック製容器包装の分別収集開始
資源ごみ　廃プラ　だいだい色　（大）1枚/17円（小）1枚12円

クリーンセンター

あじさい保育園

　

建
設
経
済
常
任
委
員
会

で
は
、
付
託
さ
れ
た
３
議

案
に
つ
い
て
審
査
を
行

い
、
原
案
の
通
り
全
会
一

致
で
可
決
・
認
定
し
た
。

　

な
お
、
平
成
24
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
で
は
、

人
・
農
地
プ
ラ
ン
作
成
検

討
委
員
会
委
員
の
人
選
に

つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
な

る
べ
く
農
業
従
事
者
を
中

心
に
選
任
す
る
よ
う
要
望

が
あ
っ
た
。

　

現
場
視
察
は
、
町
道
高

速
道
東
線
道
路
改
良
予

定
箇
所
（
福
富
交
差
点
）、

町
道
の
路
線
認
定
箇
所

（
馬
水
、
西
原
地
区
計
画

住
宅
地
内
）、
及
び
町
道

テ
ク
ノ
工
業
団
地
線
道

路
改
良
工
事
箇
所
の
３

箇
所
を
行
っ
た
。

　

福
富
交
差
点
の
改
良

予
定
箇
所
及
び
町
道
路

線
認
定
箇
所
で
は
、
担
当

者
か
ら
計
画
の
概
要
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
現

状
の
確
認
を
行
っ
た
。

　

テ
ク
ノ
工
業
団
地
線

道
路
改
良
工
事
箇
所
で

は
、
工
事
進
捗
状
況
の
確

認
を
行
い
、
平
成
25
年
度

末
の
完
成
を
目
指
し
順

調
に
進
め
ら
れ
て
い
る

と
の
報
告
を
受
け
た
。

6月議会

 建 設
   経 済  

高速道東線道路改良工事では　　　
　　　　　　　　安全確保を図れ

町道高速道東線道路
改良予定箇所

町道テクノ工業団地線道路改良工事

概要図による説明を受ける（広安西小学校）旧益城中央小学校跡地
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益
城
・
嘉
島
・
西
原
環
境
衛
生
施
設
組
合

　

組
合
議
会
は
、
５
月
29
日
か
ら

31
日
ま
で
の
３
日
間
、
沖
縄
県
の

焼
却
施
設
の
行
政
視
察
を
行
っ

た
。
沖
縄
で
は
す
で
に
梅
雨
入
り

し
て
い
た
が
、
さ
ほ
ど
雨
の
影
響

を
受
け
な
か
っ
た
。

　

初
日
は
、
糸
満
市
の
糸
豊
環
境

美
化
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
た
。
平

成
10
年
４
月
か
ら
稼
働
し
、
施
設

規
模
と
し
て
は
、
一
日
２
０
０
ｔ

の
ご
み
処
理
が
で
き
、
処
理
方
式

は
全
連
続
燃
焼
式
ス
ト
ー
カ
炉
を

採
用
し
て
い
た
。
し
か
し
、
ご
み

の
適
正
処
理
の
困
難
性
や
最
終
処

分
場
の
確
保
難
等
の
問
題
を
抱
え

て
い
た
。
問
題
解
決
の
た
め
、
平

成
21
年
度
か
ら
３
年
間
循
環
型
社

会
形
成
推
進
交
付
事
業
を
導
入

し
、
既
存
の
処
理
施
設
か
ら
排
出

す
る
焼
却
灰
等
を
溶
解
す
る
ス

ト
ー
カ
直
結
溶
解
炉
に
改
造
し
て

御
船
地
区
衛
生
施
設
組
合

　

御
船
地
区
衛
生
施
設
組
合
で
は

６
月
４
日
か
ら
３
日
間
の
日
程
で

栃
木
県
小
山
市
の
小
山
広
域
保
健

衛
生
組
合
、
長
野
県
小こ

諸も
ろ

市
に
あ

る
浅せ
ん

麓ろ
く

環
境
施
設
組
合
の
汚
泥
処

理
施
設
や
資
源
化
施
設
を
視
察
し

た
。

　

両
施
設
と
も
す
ば
ら
し
い
施
設

で
、
汚
泥
の
処
理
か
ら
、
汚
泥
、

生
ご
み
の
資
源
化
に
よ
る
、
汚
泥

発
酵
肥
料
の
製
造
（
両
施
設
）、

処
理
の
過
程
で
発
生
す
る
窒
素
ガ

ス
を
利
用
し
た
発
電
（
浅
麓
環
境

施
設
組
合
）も
行
な
わ
れ
て
い
た
。

　

発
酵
肥
料
に
つ
い
て
は
、
小

山
広
域
保
健
環
境
施
設
組
合
の

販
売
価
格
は
一
袋
（
15
㎏
入
り
）

３
５
０
円
、
浅
麓
環
境
施
設
組
合

で
は
袋
代
だ
け
の
30
円
で
出
荷
し

て
い
る
と
の
事
で
あ
っ
た
。

　

た
だ
、
小
山
広
域
保
健
衛
生
組

合
で
は
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
国
の

定
め
る
流
通
可
能
な
暫
定
基
準
値

を
超
え
て
お
り
、
市
場
に
流
通
が

で
き
な
い
た
め
、
一
般
廃
棄
物
と

し
て
焼
却
処
分
さ
れ
て
い
た
。

　

浅
麓
環
境
施
設
組
合
で
は
、
資

源
化
に
は
大
変
な
経
費
が
掛
か

り
、
国
の
方
針
も
ご
み
の
資
源
化

か
ら
、
焼
却
処
分
へ
と
方
向
を
変

い
た
。
そ
の
結
果
、
焼
却
炉
か
ら

発
生
す
る
灰
は
、
溶
解
ス
ラ
グ
と

し
て
、
又
、
集
塵
飛
灰
は
、
山
元

還
元
（
非
鉄
金
属
の
原
料
に
す
る

方
法
）
に
よ
り
、
再
資
源
化
に
努

め
て
い
た
。

　

翌
日
は
、
う
る
ま
市
の
美
島
環

境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し

た
。
こ
の
施
設
の
処
理
方
式
は
、

酸
素
熱
式
分
解
直
接
溶
解
炉
方
式

を
採
用
し
て
お
り
、
ご
み
は
効
率

よ
く
ガ
ス
化
さ
れ
、
焼
却
残ざ
ん

渣さ

は

無
害
で
再
資
源
化
で
き
る
溶
解
ス

ラ
グ
に
さ
れ
て
い
た
。
廃
熱
は
蒸

気
タ
ー
ビ
ン
発
電
装
置
で
電
力
に

変
換
し
、
セ
ン
タ
ー
内
の
電
力
に

利
用
さ
れ
て
い
た
。
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
は
資
源
を
大
切
に
し
た
資

源
循
環
型
の
施
設
で
あ
り
、
環
境

教
育
や
啓
発
事
業
が
実
施
で
き
る

管
理
工
房
も
有
し
て
い
た
。

え
て
来
る
な
ら
ば
、
こ
れ
か
ら
の

運
営
が
厳
し
く
な
る
の
で
は
と
心

配
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

健
二

沖
縄
県
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
視
察

汚
泥
、
生
ご
み
の
資
源
化
施
設
を
視
察

 事　件　名
結　

果

野
田　

祐
士

髙
橋
津
代
美

宮
﨑　

金
次

坂
本　
　

貢

甲
斐　

康
之

寺
本　

英
孝

坂
口　

政
弘

石
田　

秀
敏

江
越　

信
保

中
村　

健
二

坂
田
み
は
る

森
上　

祐
一

稲
田　

忠
則

荒
牧　

昭
博

渡
辺　

誠
男

山
内　

親
宣

竹
上　

公
也

福
永　

誠
一

専
決
処
分

平成23年度一般会計補正予算（第5号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

平成23年度国民健康保険特別会計補正予算（第5号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

平成23年度介護保険特別会計補正予算（第4号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

平成23年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

平成23年度公共下水道特別会計補正予算（第4号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

益城町税条例の一部改正について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

益城町国民健康保険税条例の一部改正について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

　公有財産の取得について 可 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 欠 ○ × × × × ○ ○ ○ ―

 事　件　名
結　

果

野
田　

祐
士

髙
橋
津
代
美

宮
﨑　

金
次

坂
本　
　

貢

甲
斐　

康
之

寺
本　

英
孝

坂
口　

政
弘

石
田　

秀
敏

江
越　

信
保

中
村　

健
二

坂
田
み
は
る

森
上　

祐
一

稲
田　

忠
則

荒
牧　

昭
博

渡
辺　

誠
男

山
内　

親
宣

竹
上　

公
也

福
永　

誠
一

平成24年度一般会計補正予算（第1号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

住民基本台帳法改正に伴う関係条例に関する条例の制定 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

道路占用料徴収条例の一部改正 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

町道の路線認定 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

固定資産評価員の選任同意 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

消費税率引上げ等に断固反対する意見書を求める請願 不 × × × × ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × ―

《5月 21日臨時議会での議案等への賛否の状況》

《6月議会での議案等への賛否の状況》

○：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　採：採択　　不：不採択　　可：可決　　否：否決　　棄：棄権

○：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　採：採択　　不：不採択　　可：可決　　否：否決　　棄：棄権

　

暑
中
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
梅
雨

は
、「
こ
れ
ま
で

に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な

豪
雨
」
の
た
め
、
県
内
で
も
多
く

の
方
々
が
被
災
さ
れ
、
尊
い
人
命

が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥

福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま

す
。

　

今
、
消
費
税
増
税
、
原
発
再
稼

働
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
、
オ
ス
プ
レ
イ

配
備
問
題
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
と
安
全
に
と
っ
て
看
過
で
き
な

い
多
彩
な
問
題
が
降
り
か
か
っ
て

い
ま
す
。

　

私
の
も
と
に
も
、
た
く
さ
ん
の

方
か
ら
国
保
税
引
き
上
げ
、
介
護

保
険
料
の
値
上
げ
等
に
対
す
る
貴

重
な
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
「
日
本
一
住
み
良
い
町
づ
く

り
」
と
は
何
か
、
実
現
さ
せ
る
に

は
何
を
な
す
べ
き
か
、
町
議
会
の

果
た
す
役
割
を
私
共
は
肝
に
命
じ

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
町
民
の
皆
様
方
の
ご

意
見
を
議
会
に
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
　
　

（
文
責　

甲
斐　

康
之
）

　

今
回
の
視
察
で
は
溶
解
ス
ラ
グ

や
、
発
電
設
備
に
よ
る
廃
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
な
ど
の
有
効
利
用
を
再
認

識
さ
せ
ら
れ
た
。

美島環境クリーンセンター

浅麓環境施設組合

視察風景

小山広域保健衛生組合施設内

月

月

月

4
1
9
17
24
5
7
9
11
14

18
20

21
28
29

6
7

12

29

熊本市政令指定都市移行祈念式典
議会広報編集特別委員会
議会広報編集特別委員会
議会広報編集特別委員会

議会広報編集特別委員会
熊本県町村議会議長研修会
高遊原南消防組合議会定例会
九州中央自動車道建設促進沿
線議会熊本県側期成会理事会
熊本県副知事へ陳情
「阿蘇くまもと空港・テク
ノ周辺」ジョギングフェア
第１回臨時議会
九州中央道建設促進期成会総会
益城・嘉島・西原環境衛生施設
組合議会視察研修（31日まで）
全国町村議会議長会正副
議長研修（30日まで）

議会運営委員会
全員協議会
第2回益城町議会定例会
（18日まで）
議会広報編集特別委員会

6月定例会　傍聴者数

1日目 12日㈫……  6名
2日目 13日㈬……36名
最終日 14日㈭……  8名
　合計…………… 50名
常任委員会（14日・15日）

議会広報編集特別委員会 

委 員 長　中村　健二

副委員長　坂田みはる

委　　員　江越　信保

委　　員　竹上　公也

委　　員　甲斐　康之

委　　員　野田　祐士
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平成24年6月議会　益城町議会だより清　水

この議会だよりはエコマーク商品の再生紙をつかっています

家族総出の田植かな

平成24年（2012）6月定例議会

秋の実りを祈って・・　飯野小学校の田植

談 義
いどばた

皆
で
健
康
を
考
え
よ
う

皆
で
健
康
を
考
え
よ
う

　

健
康
で
あ
る
こ
と
の
大
事

さ
大
切
さ
を
本
当
に
認
識

す
る
の
は
、ほ
と
ん
ど
の
人
が

病
気
や
怪
我
な
ど
に
遭
っ
て

初
め
て
健
康
の
有
り
難
さ
を

感
じ
る
も
の
で
あ
る
。　

　

今
、進
め
て
い
る「
健
康
づ

く
り
」は
健
診
の
勧
め
や
健

診
の
結
果
を
見
て
指
導
し
て

い
く
方
法
を
と
っ
て
い
る
。確

か
に
こ
れ
も
大
事
な
こ
と
で

す
が
、こ
れ
は
健
康
に
関
心

の
あ
る
人
以
外
の
主
体
的
取

り
組
み
は
難
し
い
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。

　

新
潟
県
湯
沢
町
で
は
、国

が
２
０
０
３
年
５
月
に
施
行

し
た
健
康
増
進
法
に
基
づ
き
、

健
康
は
生
き
る
た
め
の
目
標

で
は
な
く
、生
活
し
て
い
く
た

め
に
必
要
な
資
源
の
ひ
と
つ

と
し
て
と
ら
え
、湯
沢
町
健

康
づ
く
り
計
画（
フ
ァ
ミ
リ
ー

健
康
プ
ラ
ン
）を
作
成
さ
れ

町
づ
く
り
を
進
め
て
お
ら
れ

ま
す
。こ
の
計
画
を
見
て「
健

康
づ
く
り
」の
原
点
を
し
っ
か

り
見
直
さ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。

　

健
診
を
受
け
て
病
を
早

期
発
見
し
、早
期
治
療
を
し

ま
し
ょ
う
と
呼
び
か
け
て
き

た
が
、湯
沢
町
で
は「
健
康
づ

く
り
」は
も
っ
と
大
き
く
広

く
考
え
、健
康
は
一
人
ひ
と

り
が
明
る
く
楽
し
い
生
活
を

送
る
た
め
の
資
源
と
し
て
捉

え
、住
民
個
人
だ
け
で
な
く
、

家
族
・
地
域
・
行
政
や
関
連

機
関
な
ど
す
べ
て
が
、共
通
の

目
標
に
向
か
っ
て
取
り
組
む

こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
い
っ
て

お
ら
れ
る
。

　
「
健
康
づ
く
り
」は
医
療
費

の
削
減
が
目
的
で
な
く
、明
る

く
楽
し
い
、住
み
よ
い
町
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
の
大
事
な

だ
い
じ
な
資
源
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
　
（
中
村
）

健
康
は
自
分
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
、家
族
や
周
り

の
み
ん
な
が
楽
し
く
暮
ら
す
た
め
の
源
で
あ
る
。

美しい音色に聴き入る子どもたち

琴の魅力にふれる子どもたち

　

今
回
は
、創
立
１
３
７
年
の

歴
史
あ
る
飯
野
小
学
校
を
紹

介
し
ま
す
。

　

放
課
後
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

は
、野
球
部
の
子
ど
も
達
の
元

気
な
声
と
笑
顔
に
迎
え
ら
れ
、

更
に
進
む
と
、「
温
故
知
新
」

と
刻
ま
れ
た
石
碑
に
迎
え
ら

れ
、そ
の
四
文
字
に
託
さ
れ
た

先
人
の
思
い
に
ふ
れ
た
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、取
材
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
の
は
音
楽
ク
ラ
ブ
。全

校
児
童
８７
名
と
い
う
こ
と
で
、

部
活
と
な
る
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
、

サ
ッ
カ
ー
、野
球
と
ス
ポ
ー
ツ

に
限
ら
れ
て
し
ま
う
た
め
、2

年
前
、吉
田
真
紀
先
生
が
音
楽

ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

３
年
生
以
上
の
ク
ラ
ブ
活
動

の
時
間
を
使
い
、月
に
１
回
の

練
習
で
す
。

　

弾
き
た
い
曲
や
楽
器
を

シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ
て
選
び
、

曲
に
親
し
み
ま
す
。

　

練
習
の
成
果
は
、音
楽
集
会

の
時
や
、学
習
発
表
会
、12
月
1

日
の
演
奏
会
で
披
露
し
ま
す
。

　

５
月
の
爽
や
か
な
風
が
吹
き

通
る
音
楽
室
で
は
、5
月
29
日

の「
ほ
た
る
鑑
賞
会
」で
演
奏
す

る
琴
の
練
習
中
で
し
た
。５
年

生
の
３
名
と
、卒
業
生
１
名
、吉

田
先
生
と
蓑
田
先
生
の
６
名
で
、

「
さ
く
ら
」・「
ほ
た
る
」の
２
曲

を
、輪
唱
し
納
得
い
く
ま
で一生

懸
命
に
奏
で
る
姿
は
、さ
す
が

大
和
撫
子
♪・♪・

　

さ
て
４
回
目
と
な
る「
ほ
た

る
鑑
賞
会
」は
、こ
れ
ま
で
学

校
の
体
育
館
で
行
わ
れ
て
来

ま
し
た
が
、今
年
は
岩
戸
川
下

鶴
橋
横
の
広
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

夕
暮
れ
の
自
然
の
中
で
聞

こ
え
て
く
る
琴
の
音
色
は
、

一
段
と
風
情
が
あ
り
心
に
響

き
ま
し
た
。

　

演
奏
後
は
、講
話
と
児
童
に

よ
る
環
境
学
習
発
表
、そ
し
て

訪
れ
た
皆
さ
ん
と
一
緒
に「
ほ

た
る
」の
大
合
唱
♪　

す
で
に

辺
り
は
真
っ
暗
、岩
戸
川
の
水

辺
で
は
癒
し
の
光
を
放
つ
ホ
タ

ル
の
舞
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。　
　
　

　

ほ
た
る
鑑
賞
会
後
に
新
た

な
編
成
で
10
名
と
な
っ
た
音

楽
ク
ラ
ブ
員
、次
の
活
躍
の
ス

テ
ー
ジ
は
秋
の
運
動
会
で
の

鼓
笛
の
演
奏
、12
月
1
日
の
演

奏
会
で
す
。皆
さ
ん
、ど
う
ぞ

ご
期
待
下
さ
い
ね
。

（
取
材 

坂
田
み
は
る
）

飯野小学校

ス
ポ
ー
ツ

た
め
、2

生
が
音
楽

げ
ま
し
た
。

ラ
ブ
活
動

に
１
回
の


